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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータシステムの作動方法であって、
　前記コンピュータシステムのプロセッサが、対象の少なくとも一つの画像ペアにおける
当該対象の関心組織の健康状態を、当該対象の少なくとも一つの画像ペアにおける当該対
象の関心組織の縦断的特徴の既定セットに基づいて、決定するステップと、
　前記プロセッサが、決定された健康状態を示すサインを視覚的に表示するステップと、
を有し、
　前記対象の少なくとも一つの画像ペアが、第一の瞬間において収集される前記関心組織
の第一の画像と、第二の瞬間において収集される前記関心組織の第二の画像とを含み、
　前記関心組織の縦断的特徴は、前記第一の瞬間と前記第二の瞬間との間の前記関心組織
における変化であり、前記関心組織の縦断的特徴の既定セットが、前記関心組織の形状の
変化、前記関心組織の辺縁の変化、前記関心組織のテクスチャの変化、前記関心組織の血
管分布の変化、前記関心組織の構造の変化、前記関心組織の併存疾患の変化、又は前記関
心組織の同時罹患の変化のうち一つ以上を含む、
コンピュータシステムの作動方法。
【請求項２】
　前記プロセッサが、前記対象の少なくとも一つの画像ペアをレジストレーションするス
テップと、
　前記プロセッサが、レジストレーションされた少なくとも一つの画像ペアにおいて少な
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くとも一つの関心ボリュームを識別するステップであって、前記関心組織が前記少なくと
も一つの関心ボリュームに位置する、ステップと、
　前記プロセッサが、識別された少なくとも一つの関心ボリュームから縦断的特徴の既定
セットを抽出するステップと、
　前記プロセッサが、抽出された縦断的特徴のセットを分類することによって前記関心組
織の健康状態を決定するステップと
をさらに有する、請求項１に記載のコンピュータシステムの作動方法。
【請求項３】
　前記プロセッサが、前記対象についての非画像データを取得するステップと、
　前記プロセッサが、前記抽出された縦断的特徴のセットと前記非画像データとを分類す
ることによって前記関心組織の健康状態を決定するステップと
をさらに有する、請求項２に記載のコンピュータシステムの作動方法。
【請求項４】
　前記非画像データが、デモグラフィックス、病歴、家族歴、リスクファクター、分子検
査結果、又は遺伝子検査結果のうち一つ以上を含む、請求項３に記載のコンピュータシス
テムの作動方法。
【請求項５】
　前記プロセッサが、前記少なくとも一つの画像ペアから前記関心組織の縦断的特徴の既
定セットの縦断的特徴を決定するステップをさらに有する、請求項１から４のいずれか一
項に記載のコンピュータシステムの作動方法。
【請求項６】
　前記プロセッサが、決定された健康状態に基づいて、既定の範囲の数値スコアで、数値
スコアを決定するステップをさらに有し、当該範囲の第一のスコアは疾患がないことを示
し、当該範囲の第二のスコアは疾患があることを示し、前記サインを視覚的に表示するス
テップが前記数値スコアを視覚的に表示するステップを含む、請求項１から５のいずれか
一項に記載のコンピュータシステムの作動方法。
【請求項７】
　前記数値スコアが疾患の重篤度を示す、請求項６に記載のコンピュータシステムの作動
方法。
【請求項８】
　前記プロセッサが、前記既定の範囲の数値スコアの異なるサブ範囲を、異なる重篤度と
異なる色にマッピングするマップを作成するステップと、
　前記プロセッサが、当該マップに基づくスコアを示す色でグラフィックのサインを視覚
的に表示するステップと
をさらに有する、請求項６又は７に記載のコンピュータシステムの作動方法。
【請求項９】
　前記健康状態の分布が、地理的地域、年齢、性別、リスク型、又は同時罹患のうちの少
なくとも一つによって層別化される、請求項８に記載のコンピュータシステムの作動方法
。
【請求項１０】
　前記プロセッサが、組織の画像ペアの訓練データのセットを受信するステップであって
、各ペアが異なる瞬間において収集される画像を含み、前記訓練データの第一のサブセッ
トが組織の第一の既知の健康状態を含み、前記訓練データの少なくとも第二のサブセット
が組織の少なくとも第二の既知の健康状態を含む、ステップと、
　前記プロセッサが、前記訓練データのセットにおいて画像をレジストレーションするス
テップと、
　前記プロセッサが、レジストレーションされた前記訓練データのセットの画像において
前記関心組織を識別するステップと、
　前記プロセッサが、前記レジストレーションされた訓練データのセットの画像において
前記関心組織の縦断的特徴の既定セットをトレンディングするステップと、
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　前記プロセッサが、関連特徴のセットをあらわす特徴のセットのサブセットを選択する
ステップと、
　前記プロセッサが、前記訓練データのセットと、選択された特徴のセットのサブセット
とに基づいて分類器を作成し訓練するステップであって、前記分類器が一つ以上のサブ分
類器を含む、ステップと
をさらに有する、請求項１から９のいずれか一項に記載のコンピュータシステムの作動方
法。
【請求項１１】
　前記プロセッサが、前記対象についての非画像データを取得するステップと、
　前記プロセッサが、抽出された縦断的特徴のセットと前記非画像データを分類すること
によって前記関心組織の健康状態を決定するステップと
をさらに有する、請求項１０に記載のコンピュータシステムの作動方法。
【請求項１２】
　前記プロセッサが、画像ペア間の特徴の差を決定することによって前記縦断的特徴の既
定セットをトレンディングするステップをさらに有する、請求項１０又は１１に記載のコ
ンピュータシステムの作動方法。
【請求項１３】
　画像データ処理モジュールの命令を保存するメモリと、
　当該命令を実行するプロセッサと
を有するコンピュータシステムであって、
　当該命令は当該プロセッサに、
　　対象の少なくとも一つの画像ペアにおける当該対象の関心組織の健康状態を、当該対
象の少なくとも一つの画像ペアにおける当該対象の関心組織の縦断的特徴の既定セットに
基づいて、分類させ、
　　決定された健康状態を示すサインを視覚的に表示させ、
　　前記対象の少なくとも一つの画像ペアが、第一の瞬間において収集される前記関心組
織の第一の画像と、第二の異なる瞬間において収集される前記関心組織の第二の画像とを
含み、
　前記関心組織の縦断的特徴は、前記第一の瞬間と前記第二の瞬間との間の前記関心組織
における変化であり、前記関心組織の縦断的特徴の既定セットが、前記関心組織の形状の
変化、前記関心組織の辺縁の変化、前記関心組織のテクスチャの変化、前記関心組織の血
管分布の変化、前記関心組織の構造の変化、前記関心組織の併存疾患の変化、又は前記関
心組織の同時罹患の変化のうち一つ以上を含む、
コンピュータシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　以下は概してコンピュータ支援診断（ＣＡＤｘ）に、より具体的には、対象の画像ペア
における縦断的特徴（ｌｏｎｇｉｔｕｄｉｎａｌ　ｆｅａｔｕｒｅ）と非画像ベース臨床
情報とに基づいて対象の関心組織の健康状態を分類することに関し、特にコンピュータ断
層撮影（ＣＴ）に応用して説明される。しかしながら、超音波（ＵＳ）、ポジトロン放出
断層撮影（ＰＥＴ）、磁気共鳴イメージング（ＭＲＩ）など、他のイメージングモダリテ
ィが本明細書で考慮される。
【背景技術】
【０００２】
　好調ながん生存傾向とがん治療の進歩にもかかわらず、早期がん診断は予後良好のため
に不可欠である傾向がある。他方で、がんの偽陽性診断は合併症の可能性、過剰治療、患
者不安、回避可能コストなどを伴う不要手術につながり得る。コンピュータ支援診断（Ｃ
ＡＤｘ）システムは、臨床医（例えば放射線科医）の診断能の向上を目的として、肺がん
、乳がん、前立腺がんなどといった様々ながん診断において臨床医を支援し得る。
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【０００３】
　ＣＡＤｘシステムは臨床医を支援するために、単一のイメージングモダリティから、又
は複数の異なるイメージングモダリティの組み合わせからの画像データを使用してきた。
かかるイメージングモダリティの例は、超音波（ＵＳ）、コンピュータ断層撮影（ＣＴ）
、ポジトロン放出断層撮影（ＰＥＴ）、磁気共鳴イメージング（ＭＲＩ）などを含んでい
る。デモグラフィックス、病歴及び家族歴、リスクファクター、分子遺伝子検査などの非
イメージングデータも使用されている。残念ながら、ＣＡＤｘシステムは現在のイメージ
ング研究のみに基づく支援を提供してきた。
【０００４】
　例として、放射線科医が患者の現在の肺画像において異常（例えば肺結節）を識別する
と、放射線科医は識別された結節の生検若しくは所定時間間隔でのイメージングフォロー
アップなど、後続アクションのための勧告を提供する必要がある。肺がんＣＡＤｘシステ
ムは現在画像（及びオプションとして非画像データ）を処理し、それに基づいて結果を生
成し、これが、放射線科医が現在画像上で患者の診断を形成することを支援し得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本明細書に記載の態様は上記問題などに対処する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一態様において、方法は、コンピュータ実装分類器で、対象の少なくとも一つの画像ペ
アにおける対象の関心組織の健康状態を、対象の少なくとも一つの画像ペアにおける対象
の関心組織の縦断的特徴の既定セットに基づいて、決定するステップを含む。対象の少な
くとも一つの画像ペアは、第一の瞬間において収集される関心組織の第一の画像と、第二
の瞬間において収集される関心組織の第二の画像を含む。第一及び第二の瞬間は異なる瞬
間である。方法は決定された健康状態を示すサイン（ｉｎｄｉｃｉａ）を視覚的に表示す
るステップをさらに含む。
【０００７】
　別の態様において、コンピュータシステムは画像データ処理モジュールの命令を保存す
るメモリと、命令を実行するプロセッサとを含む。命令を実行するプロセッサは、対象の
少なくとも一つの画像ペアにおける対象の関心組織の健康状態を、対象の少なくとも一つ
の画像ペアにおける対象の関心組織の縦断的特徴の既定セットに基づいて分類する。対象
の少なくとも一つの画像ペアは、第一の瞬間において収集される関心組織の第一の画像と
、第二の瞬間において収集される関心組織の第二の画像とを含む。第一及び第二の瞬間は
異なる瞬間である。命令を実行するプロセッサは、さらに決定された健康状態を示すサイ
ンを視覚的に表示する。
【０００８】
　別の態様において、コンピュータ可読記憶媒体がコンピュータ可読命令でエンコードさ
れる。コンピュータ可読命令は、プロセッサによって実行されるとき、プロセッサに、各
ペアが異なる瞬間において収集される画像を含む、組織の画像ペアの訓練データセットを
受信させ、訓練データの第一のサブセットは組織の第一の既知の健康状態を含み、訓練デ
ータの少なくとも第二のサブセットは、組織の少なくとも第二の既知の、異なる健康状態
を含み；訓練データセットにおいて画像をレジストレーションさせ；レジストレーション
された訓練データセット画像において関心組織を識別させ；レジストレーションされた訓
練データセット画像において関心組織の縦断的特徴の既定セットをトレンディング（ｔｒ
ｅｎｄ）させ；関連特徴のセットをあらわす特徴のセットのサブセットを選択させ；訓練
データセットと、選択された特徴のセットのサブセットとに基づいて分類器を作成させ、
分類器は一つ以上のサブ分類器を含む。
【０００９】
　本発明は様々な構成要素と構成要素の配置で、及び様々なステップとステップの配置で



(5) JP 6865678 B2 2021.4.28

10

20

30

40

50

具体化し得る。図面は好適な実施形態を例示する目的に過ぎず、本発明を限定するものと
解釈されない。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】イメージングシステムと接続した、画像データ処理モジュールを伴うコンピュー
タシステムを概略的に図示する。
【図２】画像データ処理モジュールの一実施例を概略的に図示する。
【図３】訓練データセットの縦断的特徴に基づいて関心組織の健康状態を決定する一つ以
上の分類器を訓練するための方法例を図示する。
【図４】評価データセットの縦断的特徴に基づいて関心組織の健康状態を決定する一つ以
上の分類器を利用するための方法例を図示する。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１はコンピュータ断層撮影（ＣＴ）スキャナなどのイメージングシステム１００を図
示する。
【００１２】
　別の実施形態において、イメージングシステム１００は、超音波（ＵＳ）、ポジトロン
放出断層撮影（ＰＥＴ）、単光子放出断層撮影（ＳＰＥＣＴ）、Ｘ線、磁気共鳴イメージ
ング（ＭＲＩ）などのイメージングシステムといった、異なるイメージングモダリティを
含む。別の実施形態は、個々のイメージングシステム及び／又は二つの異なるモダリティ
を伴うハイブリッドイメージングシステムを含む、一つより多くの（同じ若しくは異なる
）イメージングシステム１００を含む。
【００１３】
　図示のイメージングシステム１００は一般に固定ガントリ１０２と、固定ガントリ１０
２によって回転可能に支持され、ｚ軸まわりに検査領域１０６まわりを回転する回転ガン
トリ１０４とを含む。ｘ線管などの放射線源１０８が回転ガントリ１０４によって回転可
能に支持され、回転ガントリ１０４とともに回転し、検査領域１０６を横断する放射線を
発する。
【００１４】
　検出器アレイ１１０は、放射線源１０８に対して検査領域１０６の反対側の角度のある
円弧に対し、検査領域１０６を横断する放射線を検出し、それを示す投影データを生成す
る。長椅子などの対象支持台１１２は対象若しくはオブジェクトを検査領域１０６内で支
持し、スキャンと協調して動くことができる。
【００１５】
　再構成器１１４は画像データを生成する投影データを再構成する。データリポジトリ１
１６はイメージングシステム１００及び／又は他のイメージングシステムからの画像デー
タを保存する。リポジトリの例は、画像保存通信システム（ＰＡＣＳ）、放射線医学情報
システム（ＲＩＳ）、病院情報システム（ＨＩＳ）、電子医療記録（ＥＭＲ）、データベ
ース、サーバなどを含む。データはＤｉｇｉｔａｌ　Ｉｍａｇｉｎｇ　ａｎｄ　Ｃｏｍｍ
ｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　ｉｎ　Ｍｅｄｉｃｉｎｅ（ＤＩＣＯＭ）、Ｈｅａｌｔｈ　Ｌｅｖ
ｅｌ　７（ＨＬ７）などを介して送信され得る。
【００１６】
　汎用コンピュータシステムがオペレータコンソール１１８として機能する。コンソール
１１８はシステム１００のローカル若しくはリモートのコンピュータ可読記憶媒体に保存
若しくはエンコードされる一つ以上のコンピュータ可読命令（ソフトウェア）を実行する
一つ以上のプロセッサを含む。コンソール１１８に常駐するソフトウェアは、オペレータ
がイメージングプロトコルの選択、スキャン開始などといったシステム１００の動作を制
御することを可能にする。
【００１７】
　コンピュータシステム１２２は、一時的媒体を除き、物理メモリ及び／又は他の非一時
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的媒体を含む、コンピュータ可読記憶媒体（"メモリ"）１２６に保存される少なくとも一
つのコンピュータ可読命令を実行する、少なくとも一つのプロセッサ１２４（例えばマイ
クロプロセッサ、中央処理ユニットなど）を含む。マイクロプロセッサ１２４は搬送波、
信号若しくは他の一時的媒体によって搬送される一つ以上のコンピュータ可読命令も実行
し得る。命令は、この実施例において、画像データ処理モジュール１３２を含む。
【００１８】
　以下により詳細に記載の通り、この画像データ処理モジュール１３２は、一例として、
プロセッサ１２４に少なくとも二つの異なる時間において収集される画像データを処理さ
せ（例えば初期収集と三ヵ月後のフォローアップ収集）、そこから関心組織（例えば腫瘍
）の縦断的特徴若しくは特性変化を抽出させ、抽出された縦断的特徴を利用して関心組織
の健康状態（例えば良性若しくは悪性、悪性度など）を決定させる、命令を実行する。
【００１９】
　縦断的特徴の例は、ボリュームの変化、テクスチャの変化、組成の変化、形状の変化、
辺縁の変化などを含む。他の縦断的変化及び／又は特性も本明細書で考慮される。かかる
情報は特定の健康状態の確率を示し得る。従って、コンピュータシステム１２２は、現在
画像のみを処理し早期収集画像を処理しない構成に対し、改良された結果を提供し得る。
【００２０】
　別の実施形態において、画像データ処理モジュール１３２は事前収集画像のみの、現在
画像のみの、及び／又は事前収集画像と現在画像の組み合わせの、健康状態を決定し、出
力装置１３０を介して、三つの結果の一つ以上を視覚的に提示することができ、これらは
臨床医によって観察及び／又はレビューされ得る。そして臨床医はモジュール１３２の視
点から変化の傾向を見ることができる。モジュール１３２は付加的に非画像データを処理
し得る。
【００２１】
　コンピュータシステム１２２は表示モニタ、フィルマーなどといった出力装置１３０と
、マウス、キーボードなどといった入力装置１２８をさらに含む。コンピュータシステム
１２２はイメージングシステム１００から分離し（図示の通り）、コンソール１１８の一
部であり、システム全体に分散し得る。一例としてコンピュータシステム１２２はコンピ
ュータ支援診断（ＣＡＤｘ）システムの一部であるか及び／又はＣＡＤｘシステムを形成
することができる。
【００２２】
　図２は画像データ処理モジュール１３２の一実施例を概略的に図示する。
【００２３】
　画像データ処理モジュール１３２は、入力として、一つ以上の訓練データセット２０２
と評価データセット２４０を受信する。一つ以上の訓練データセット２０２は少なくとも
縦断的特徴、又は縦断的特徴及び／又は関心組織の特性の変化に基づいて、分類器を訓練
するために使用される。一つ以上の訓練データセット２０２は関心組織を含むボリューム
の画像と関心組織なしのボリュームの画像に対応する画像ペアを含み、両方の場合の画像
は二つの異なる時点で収集される。一つ以上の訓練データセット２０２は非画像データも
含み得る。
【００２４】
　評価データセット２０４は、画像ペア、例えば患者の事前に収集された画像と現在収集
された画像を含み、これは訓練された分類器を用いて評価される。一例として、二つの収
集は例えば、関心組織ががんなどの腫瘍を含むことが疑われる、初期収集とフォローアッ
プ収集（例えば三ヵ月後）に対応する。評価データセット２０４は非画像データも含み得
る。非画像データの例は、デモグラフィックス、病歴、家族歴、リスクファクター、分子
検査結果、遺伝子検査結果などを含む。
【００２５】
　画像データ処理モジュール１３２はレジストレーションコンポーネント２０６をさらに
含む。レジストレーションコンポーネント２０６は一つ以上の訓練データセット２０２に
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おける画像と評価データセット２０４における画像とを空間的にコレジストレーションす
る。図示の実施形態において、レジストレーションコンポーネント２０６はレジストレー
ションアルゴリズムバンク２０８からのアルゴリズムを利用し、これはアフィン変換及び
／又は弾性変換を含む既知の及び／又は他のレジストレーション技術を含む。アフィン変
換は一般に線形変換であり、回転、スケーリング、並進などを含み、弾性変換は一般にワ
ーピングも許可し、放射基底関数、物理的連続体モデル、大変形モデルなどを含む。
【００２６】
　画像データ処理モジュール１３２は関心ボリューム（ＶＯＩ）識別コンポーネント２１
０をさらに含む。ＶＯＩ識別コンポーネント２１０は一つ以上の訓練データセット２０２
と評価データセット２０４のコレジストレーション画像において一つ以上のＶＯＩを識別
する。一例として、ＶＯＩ識別コンポーネント２１０はコンピュータ支援検出アプローチ
を用いて自動アプローチを利用する。このアプローチで、ＶＯＩ識別コンポーネント２１
０は識別アルゴリズムバンク２１２からのアルゴリズムを利用し、これは既知の及び／又
は他の識別技術を含む。別の例において、ＶＯＩ識別コンポーネント２１０はユーザ入力
を利用する。さらに別の例において、ＶＯＩ識別コンポーネント２１０は自動アプローチ
とユーザ入力の組み合わせを利用する。
【００２７】
　画像データ処理モジュール１３２はセグメンテーションコンポーネント２１４をさらに
含む。セグメンテーションコンポーネント２１４は一つ以上の訓練データセット２０２と
評価データセット２０４のコレジストレーション画像において識別されたＶＯＩをセグメ
ント化する。図示の実施形態において、セグメンテーションコンポーネント２１４はセグ
メンテーションアルゴリズムバンク２１６からのアルゴリズムを利用し、これは自動、手
動、若しくは半自動（例えばコンピュータが初期輪郭を生成してユーザがそれを修正する
）三次元（３Ｄ）セグメンテーションアプローチを含む、既知の及び／又は他のセグメン
テーション技術を含む。
【００２８】
　画像データ処理モジュール１３２は特徴抽出コンポーネント２１８をさらに含む。特徴
抽出コンポーネント２１８は一つ以上の訓練データセット２０２と評価データセット２０
４のセグメント化領域及び／又は周辺関心組織から特徴を抽出する。図示の実施形態にお
いて、特徴抽出コンポーネント２１８は特徴抽出アルゴリズムバンク２２０からのアルゴ
リズムを利用し、これは既知の及び／又は他の特徴抽出技術を含む。
【００２９】
　適切な特徴の例は、限定されないが、形状（例えば円形、卵形、不整形など）、辺縁（
例えば平滑、スピキュラなど）、テクスチャ（例えば充実性、半充実性若しくは非充実性
結節）、関心組織周辺組織の血管特徴（例えば結節周辺血管の血管特徴）、臓器の構造上
の特徴（例えば臓器形状及び実質解析）、関心組織併存疾患（ｃｏ‐ｅｘｉｓｔｅｎｃｅ
）（例えば結節の総数、空間分布、コンステレーションなど）、同時罹患（ｃｏ‐ｍｏｒ
ｂｉｄｉｔｙ）特徴（肺気腫、慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）など）、並びに一つ以上の
他の特徴を含む。
【００３０】
　特徴抽出アルゴリズム例が、２００７年９月１８日出願の"Ａｄｖａｎｃｅｄ　ｃｏｍ
ｐｕｔｅｒ‐ａｉｄｅｄ　ｄｉａｇｎｏｓｉｓ　ｏｆ　ｌｕｎｇ　ｎｏｄｕｌｅｓ"と題
する出願番号１２／４４１，９５０に記載され、その全体が引用により本明細書に組み込
まれる。別の特徴抽出アルゴリズム例が２００９年９月９日出願の"Ｓｙｓｔｅｍ　ａｎ
ｄ　ｍｅｔｈｏｄ　ｆｏｒ　ｆｕｓｉｎｇ　ｃｌｉｎｉｃａｌ　ａｎｄ　ｉｍａｇｅ　ｆ
ｅａｔｕｒｅｓ　ｆｏｒ　ｃｏｍｐｕｔｅｒ‐ａｉｄｅｄ　ｄｉａｇｎｏｓｉｓ"と題す
る出願番号１３／０６１，９５９に記載され、その全体が引用により本明細書に組み込ま
れる。特徴を抽出するための他のアプローチも本明細書で考慮される。
【００３１】
　画像データ処理モジュール１３２は縦断的トレンディングコンポーネント２２２を含む
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。訓練に関して、縦断的トレンディングコンポーネント２２２は一つ以上の訓練データセ
ット２０２について、その中の画像及び／又は非画像情報も含め、縦断的傾向を計算する
。一例として、これは特徴値の差分若しくはパーセンテージ変化を計算すること、又は充
実性結節から非充実性結節への変化を"１"とするなど、カテゴリー変化の値を割り当てる
ことを含む。図示の実施形態において、縦断的トレンディングコンポーネント２２２は縦
断的トレンディングアルゴリズムバンク２２４からのアルゴリズムを利用し、これは既知
の及び／又は他の縦断的トレンディング技術を含む。
【００３２】
　画像データ処理モジュール１３２は特徴選択コンポーネント２２６をさらに含む。訓練
に関して、特徴選択コンポーネント２２６は特徴選択アルゴリズム２２８からの特徴選択
アルゴリズムを適用し、これは訓練データセットと選ばれた分類器を用いて可能な全特徴
から最も関連する特徴のセットを識別する。適切なアルゴリズムの例は、限定されないが
、全数検索、遺伝的アルゴリズム、前進若しくは後退消去アルゴリズムなどを含む。
【００３３】
　画像データ処理モジュール１３２は分類器生成コンポーネント２３０をさらに含む。訓
練に関して、分類器生成コンポーネント２３０は選択された特徴を用いて、関心組織の健
康状態を推定する一つ以上の分類器を構築し訓練する。図示の実施形態において、分類器
生成コンポーネント２３０は分類器アルゴリズムバンク２３２からのアルゴリズムを利用
し、これは既知の及び／又は他の分類器技術を含む。適切な分類器の例は、限定されない
が、線形回帰、ロジスティック回帰、サポートベクターマシン、決定木などを含む。分類
器のアンサンブルは、限定されないが、ランダムフォレストなどの決定木のアンサンブル
を含む。
【００３４】
　画像データ処理モジュール１３２は評価コンポーネント２３４をさらに含む。評価に関
して、評価コンポーネント２３４は作成され訓練された分類器の一つ以上を利用して評価
データセット２０４の画像から関心組織の健康状態を決定する。評価コンポーネント２３
４は評価結果を示す信号（すなわちそれを示す健康状態スコア若しくはサイン）を生成す
る。評価のためにアンサンブルを用いるとき、健康状態は健康状態推定の大多数、健康状
態推定の平均などとして導出され得る。
【００３５】
　画像データ処理モジュール１３２はロジック２３８をさらに含む。評価に関してロジッ
ク２３８は信号をフォーマットし出力する。信号は出力装置１３０の表示モニタを介して
視覚的に提示され得る、及び／又は別の装置へ伝達され得る。図示の実施形態において、
ロジック２３８は提示アルゴリズムバンク２４０からのアルゴリズムを利用する。例えば
、一つのアルゴリズムで、ロジック２３８は数値スコアを視覚的に提示する。例えば、ス
コアは０．０から１．０の範囲であり得、０．０のスコアは疾患がない（例えば腫瘍が良
性である）ことを示し、１．０のスコアは疾患がある（例えば腫瘍が悪性である）ことを
示す。
【００３６】
　別の実施例において、ロジック２３８はカラーコーディング及びグラフィックのサイン
でスコアを視覚的に提示する。例えば、一実施例において、スコアはスコアを三つの個別
の色へ閾値化することに基づいて交通信号灯として視覚的に提示される（緑：例えばスコ
ア＜０．２５；黄色：０．２５～０．７５のスコア；赤：スコア＞０．７５）。別の例に
おいて、スコアは連続カラーバーとして視覚的に提示される（例えば緑から黄色、オレン
ジを経て赤；緑は０．０のスコアをあらわし、赤は１．０のスコアをあらわす）。別の実
施例において、ロジック２３８は、地理的地域、年齢、性別、リスク型、同時罹患によっ
て潜在的に層別化される、他の（匿名）症例の疾患分布の背景上にスコアを視覚的に提示
する。
【００３７】
　図３は縦断的特徴に基づいて一つ以上の分類器を作成するための方法例を例示する。
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【００３８】
　動作の順序は限定するものではないことが理解されるものとする。従って、他の順序が
本明細書で考慮される。加えて、一つ以上の動作が省略されてもよく、及び／又は一つ以
上の追加動作が含まれてもよい。
【００３９】
　３０２において、訓練データセットが取得される。
【００４０】
　本明細書で記載の通り、これは関心組織（例えば腫瘍）を伴う（例えば事前に収集され
た及び現在収集された）画像ペアのサブセットと、関心組織を伴わない（例えば事前に収
集された及び現在収集された）異なる画像ペアのサブセットを含む。
【００４１】
　３０４において、画像がレジストレーションされる。
【００４２】
　３０６において、一つ以上の関心ボリュームがレジストレーション画像において識別さ
れる。
【００４３】
　３０８において、特徴のセットが関心ボリュームについてトレンディングされる。
【００４４】
　３１０において、特徴のセットのサブセットが選択される。
【００４５】
　３１２において、本明細書に記載の通り及び／又は他の方法で、訓練データセットと特
徴のサブセットとを用いて一つ以上の分類器が作成され、訓練される。
【００４６】
　オプションとして、一つ以上の分類器を作成し訓練するために非画像データが付加的に
使用され得る。
【００４７】
　上記は、コンピュータプロセッサによって実行されるときに上記動作をプロセッサに実
行させる、コンピュータ可読記憶媒体上にエンコードされる若しくは埋め込まれるコンピ
ュータ可読命令によって実現され得る。付加的に若しくは代替的に、コンピュータ可読命
令の少なくとも一つは信号、搬送波若しくは他の一時的媒体によって搬送される。
【００４８】
　図４は縦断的特徴に基づく図３の一つ以上の分類器を利用するための方法例を例示する
。
【００４９】
　動作の順序は限定するものではないことが理解されるものとする。従って、他の順序が
本明細書で考慮される。加えて、一つ以上の動作が省略されてもよく、及び／又は一つ以
上の追加動作が含まれてもよい。
【００５０】
　４０２において、評価データセットが取得される。
【００５１】
　本明細書に記載の通り、これは異なる瞬間において（例えば三ヶ月差で）収集される領
域の少なくとも一つの画像ペアを含む。
【００５２】
　４０４において、画像がレジストレーションされる。
【００５３】
　４０６において、一つ以上の関心ボリュームがレジストレーション画像において識別さ
れる。
【００５４】
　４０８において、特徴の既定セットが各関心ボリュームから抽出される。
【００５５】
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　オプションとして、非画像データが取得され得る。
【００５６】
　４１０において、抽出された特徴の既定セットに基づいて評価データセットを評価する
ために分類器が使用される。
【００５７】
　４１２において、結果が視覚的に提示される。
【００５８】
　上記は、コンピュータプロセッサによって実行されるときに上記動作をプロセッサに実
行させる、コンピュータ可読記憶媒体上にエンコードされる若しくは埋め込まれるコンピ
ュータ可読命令によって実現され得る。付加的に若しくは代替的に、コンピュータ可読命
令の少なくとも一つは信号、搬送波若しくは他の一時的媒体によって搬送される。
【００５９】
　本発明は好適な実施形態を参照して記載されている。先の詳細な説明を読んで理解する
ことで修正及び変更が想到され得る。本発明はかかる修正及び変更を、それらが添付の請
求項若しくはその均等物の範囲内にある限り全て含むように構成されることが意図される
。

【図１】 【図２】
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